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要旨：本研究は、ラオス人民民主共和国ラハナム地域において、 1) 食事調査から現在の食環境、2) インタビュ

ー調査から過去50年の食環境の変容、を分析することにより、食環境の変化と要因を考察することを目的とした。

食事調査の結果、魚介類とカエルが頻繁に摂取されていることが分かった。また食物の入手方法の割合を分析し

た結果、全食品の内 8 割近くが購入以外の手段で入手されていることが分かった。インタビューの結果、殆ど

のインフォーマントが「今も昔も同じ食事をしている」と答えたが、一方で、入手方法や消費量は変化している

と回答した。特に、カエル摂取量の増加は、当地域における陸水漁撈の変容に影響されていると考察される。

１．概要

　　本研究は、ラオス人民民主共和国（以下ラオス）、ラハナム地域の食環境の変化とその要因を、特に経済的

側面に注目しながら分析し、ラオスにおける栄養転換の理解に貢献することを目指すものである。本研究では、

本プロジェクトにおいて設定している 1945 年から 2010 年という時間軸にもとづき、

（1）　食事調査から現在の食環境の把握

（2）　インタビュー調査から過去 50 年の食環境の変容過程の分析

を行なった。

２．調査（１）：食事調査
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人
類
生
態

＊対象：　

 高齢者（60 歳以上）が属する 14 世帯

 33 日間、計 85 回の食事を観察

＊方法：

 直接観察による食事記録法

＊考察：

表 1 は、観察した食事のうち肉類、魚類、カエルの観察

頻度をまとめたものである。肉類（21%）以上に魚類（39%）

とカエル（34%）が頻繁に食べられていることが分かる。こ

こから、村の人々は動物性たんぱく質を主に魚類とカエルから得ていると言える。とくにカエルは、雨季だけで

なく乾季でも重要な食料として利用されていた。

表 2 は観察された食物の入手方法（自給、購入、その他）の割合を示したものである。全食品のうち 8 割近

くを購入以外の手段で入手していることが分かった。それぞれの食品群ごとの購入の割合を見てみると、調味料

だけが高い割合（80％弱）で購入されており、それ以外のほとんどの食品群は 2 割に満たない。ここから、栄

養素を供給する食品の多くは、購入されるのではなく、農業や漁業、採集狩猟によって得られていると言える。

以上の知見から、当該地域の食環境は「伝統的な」食環境を維持していると見ることができる。

３．調査（2）：インタビュー調査

＊対象：　

高齢者（60 歳以上）とその世帯の各世代の構成員（計 24 世帯）

＊方法：

インフォーマル・インタビュー：ラハナム地域内で生業活動や食事の参与観察を行い、その場で随時インタ

ビューを実施した。

Table 1: Frequency of observing meet, fish and frog

0.34 29frog
0.39 33fish

0.21 18Meat

NO. OF OBSERVATION 
/ 1MEAL

NO. OF MEAL 
OBSERVATEDGrouping

Table 1: Frequency of observing meet, fish and frog

0.34 29frog
0.39 33fish

0.21 18Meat

NO. OF OBSERVATION 
/ 1MEAL

NO. OF MEAL 
OBSERVATEDGrouping

1.920.179.11,011Total
7.492.627Fruit
10.989.1192Spices

72.627.4368Seasonings

0.66.093.4183Vegetables
2.626.171.3115Meat & Fish

9.790.331Bean
2.58.189.495Grains

othersBuySelf -Sustenance
Sources of Foods

nGROUPING

Table 2: Way of getting each grouping food
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フォーマル・インタビュー：各世帯を訪問して半 - 構造的

インタビュー（semi-structured interview）を行った。

1980 年代以前は魚がたくさんいたため、特にカエルを食

べなくても十分な量の食料を確保できた。だが 1980 年代以

降、生態・社会環境の変化にともない魚量が減少し、漁撈だ

けで全世帯構成員を養うだけの食料を得ることは難しくなっ

た。その不足分を補うために、現在でも容易に捕まえること

ができるカエルを食べる機会が増加した。加えて魚量の減少

に伴い、魚に商品価値が生まれ、その売買が活性化したとい

う経済的側面での変化が、カエル食の機会の増大を補強して

いるのである。

４．結論

食事調査においては「伝統的」な食環境を維持していると

考えられるが、聞き取り調査においては生態・社会環境の変

化、経済的変化に伴い当該地域の食環境が変化してきたこと

がわかる。現在の食環境は結果としては「購入」に依存する「近

代的」な食環境ではないが、その変化の過程において近代化、

市場経済の影響を見て取ることができる。

こうした社会環境の変化を考慮したとき、なんらかの形で栄養面での転換に関連していると考えることがで

きる。今後、栄養学的側面、アンソロポメトリーなどのデータと関連付けていくことで、より詳細な分析が可能

となるだろう。


